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新聞記事で表記される国籍情報の潜在的影響 1) 2) 
―潜在的連合テストを用いた外国人ステレオタイプ活性化の検討― 
 
金田宗久(愛知学院大学心身科学部) 
岡本真一郎(愛知学院大学心身科学部) 
 
本研究では、新聞記事で表記される国籍情報による外国人ステレオタイプ活性化の影響についてプライミング・パラダイムを
用いて検討した。外国人に対する態度の測定手法として、主に潜在的連合テスト(Implicit Association Test; IAT)を用いた。
研究1では、国籍情報を日本国籍・ネガティブなイメージを抱かれている外国籍・ポジティブなイメージを持たれている外国籍
と国籍不特定のいずれかに操作した殺人事件に関する記事を提示した。その結果、外国人に対する態度において表記された
国籍情報による影響はみられなかった。研究2では、事象の望ましさが同質な記事を複数提示した結果、表記された国籍情報
によって外国人に対する潜在的態度に違いがみられた。国籍自体に抱かれているイメージがネガティブである場合、ポジティ
ブなイメージを持たれている外国籍のときよりも外国人に対してより否定的な潜在的態度を示すことが明らかとなった。 
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問題 
不特定多数の受け手に対して情報を発信するマスメデ
ィアにおいて、過度な報道による人権やプライバシーの
侵害、いわゆるヤラセなど報道のあり方についての問題
がしばしば取り上げられる(川上, 1994)。例えば、報道で
慣習的に行われている外国人犯罪者の国籍表記が、同
じ国籍の外国人に対する謂われない非難などの悪影響
を及ぼしうると懸念されている(紙山, 2005)。 
マスメディアが及ぼす受け手への影響については、マ
ス・コミュニケーションの効果研究によって検討されてき
た。近年では一連の情報処理過程に焦点を当てた認知
的アプローチによって検討がなされており、その一つと
してプライミング効果があげられる。例えば、テレビニュ
ースで取り上げられた政治的問題は、その問題について
の考え方に影響するだけでなく、その問題に関連する人
種に対する認知を政治的側面の評価に結びつけて判断
するようになることが指摘されている(Domke, McCoy, & 
Torres, 1999)。 
プライミング効果は、社会的認知研究で広く扱われて
おり、社会的プライミング研究とも呼ばれる(北村, 2001)。
例えば、Higgins, Rhole, & Jones(1977)は、先行課題
で接触した特性語が、両義的な特性で描かれた人物の
特徴づけに影響を与えることを示した。すなわち、刺激
人物を描写した文章はポジティブあるいはネガティブの
どちらとも決めがたい曖昧な表現であったにも関わらず、
先行の特性語がポジティブであれば、後続の人物評定
がポジティブに評価され、逆にネガティブ特性語を先に
提示した場合は、その人物はネガティブに評価されたの
である。また、Devine(1989)は、アフリカ系アメリカ人の
ステレオタイプに関連する特性語を閾下プライミングする
ことで、個人的信念に関わらずステレオタイプの自動的
活性化が引き起こることを明らかにした。Devineは、この
結果からステレオタイプが自動的に活性化する自動的過
程と、意識的に個人的信念を促進させステレオタイプの
影響を抑制させる統制的過程があるとする分離モデル
(dissociation model)を提唱した。 
ステレオタイプ活性化については、先行刺激として特
性語だけでなく、ある集団メンバーのステレオタイプ的描
写が用いられる。そのような描写への接触が、後続のス
テレオタイプ化された集団に対する判断や記憶などに影
響するという知見が得られている(Dixon, 2006; Dixon & 
Maddox, 2005; Ford, 1997; Hurtz & Durkin, 2004; 
Johnson, Adams, Hall, & Ashburn, 1997)。例えば、
Ford(1997)は、アフリカ系アメリカ人をステレオタイプ的
あるいは中性的に描写したコメディ番組を視聴させた後
に、暴行を犯したある学生についての描写を読ませ、そ
の罪に対する評価を求めた。その結果、暴行を犯した学
生がアフリカ系アメリカ人であるとされた場合、先に中性
的コメディを視聴していたときよりもステレオタイプ的コメ
ディを視聴していたときのほうが罪をより重く評価したの
である。また、Johnson et al.(1997)は、暴力的記事を読
んだ実験参加者は、その後に別の刑事事件について評
価した際、その刑事事件を犯した人物の人種が白人や
不特定のときよりもアフリカ系アメリカ人のときのほうが、
事件発生の原因を人物の傾性(disposition)に帰属させ
ることを示した。これらの知見からは、先行刺激によって
特定のステレオタイプ(e.g., 攻撃的)が活性化し、それに
リンクする他のカテゴリーや特性に活性化が拡散すること
で、後続のステレオタイプ化された集団に対する判断が
よりステレオタイプ的なものになったとされる。すなわち、
連合ネットワークモデル(associative network model; 
Collins & Loftus, 1975)を支持する。 
連合ネットワークモデルでは、ノードと呼ばれる表象さ
れた知識や概念が内容的に類似するもの同士でリンクし
ており、あるノードが活性化されると、それに強くリンクし
ている他のノードにも活性化が拡散していくという考え方
である(唐沢, 2001)。このモデルに従えば、マスメディア
によって伝達される情報(e.g., ニュース、ステレオタイプ
的に描写されたドラマ)が特定のステレオタイプを活性化
させ、さらにそれが拡散していくという可能性が考えられ
る。加えて、Devine(1989)の分離モデルによれば、ステ
レオタイプ化された集団に関連する情報あるいは特性を
表す語句などに接触するだけで自動的にステレオタイプ
活性化が引き起こされてしまうのである。ここで指摘され
る点は、マスメディアにおけるステレオタイプ維持にはた
らく影響も示唆するものであると考えられる。また、ステレ
オタイプを偏見や差別の一要因として考えるならば、不
特定多数の人に影響を及ぼしうるこのようなマスメディア
の効果は軽視されるべきではない。よって、本研究では
マスメディア接触によるステレオタイプ活性化について
検討することを目的とする。 
しかしながら、Ford(1997)や Johnson et al.(1997)な
どの先行研究では、プライミング後の対象人物への評価
を質問紙(顕在的尺度)により測定している。そのため、実
験参加者による評価懸念や社会的望ましさの表出などに
より、真の評定値を測定しきれているかが疑わしいという
指摘がある(Devine, 2001)。また、たとえステレオタイプ
活性化がFord(1997)や Johnson et al.(1997)の結果を
もたらしているとしても、顕在的尺度における反応だけで
はステレオタイプ活性化の測度として十分ではないと考
えられる。したがって、顕在的尺度だけでなく潜在的尺
度も用いたステレオタイプ活性化の検討が必要である。 
潜在的側面の代表的な測定手法としては、潜在的連
合テスト(Implicit Association Test; IAT; Greenwald, 
McGhee, & Schwartz, 1998)がある。IATは個人が有
する、ある対象概念とその属性間の潜在的な認知構造
(連合強度)を測定する方法であり、アフリカ系アメリカ人
やジェンダーに対するステレオタイプに関わる潜在的態
度を表す指標として用いられている(Lowery, Hardin, & 
Sinclair, 2001; 野寺・唐沢, 2006; 野寺・唐沢・沼崎・高
林, 2007; Steele & Ambady, 2006)。本研究では、実験
参加者における社会的望ましさなどの懸念を取り除くこと、
およびステレオタイプ活性化の測定という点から IAT を
用いる。 
ところで、現実場面においては事件・事故、災害、ある
いは風物詩などさまざまな内容が報道されるが、それら
は視聴者に何らかの感情や印象をもたらしていると考え
られ、その重要なものとしてポジティブ－ネガティブの次
元での影響が挙げられる。湯川・遠藤・吉田(2001)は、暴
力映像を残酷で衝撃的な「暴力性」の高いもの(e.g., 戦
争映画、マフィア映画)と残酷さがなく虚構的で様式化さ
れた「娯楽性」の高いもの(e.g., アニメーション、時代劇)
とに二分し、暴力性はネガティブ感を高めて不快感情を
強め、娯楽性はポジティブ感を高めて快感情を強めると
いうことを示している。このことから、残酷で衝撃的である
報道内容によってネガティブ感・不快感情が高められる
と考えられる。一方、娯楽性に関しては、スポーツなど特
定の伝達内容に限ってポジティブ感・快感情を高めてい
ると考えられる。 
ポジティブ－ネガティブの影響は、同等ではない。両
者の差異を説明する概念として、「ネガティビティ・バイア
ス(negativity bias; Kanouse & Hanson, 1972)」がある。
これは、ポジティブな刺激よりもネガティブな刺激が及ぼ
す影響のほうが大きいという非対称性(Positive-Negative 
Asymmetry; PNA)を指している。ネガティビティ・バイア
スの解釈として、パレアナ仮説(Pollyanna Hypothesis)
が提案されてきた(Boucher & Osgood, 1969; Matlin & 
Stang, 1978)。パレアナ仮説では、人には「世の中は良
いところである」と信じる普遍的な認知傾向があるとし、ネ
ガティブなものよりもポジティブなものが多い世界との対
比効果によってネガティブなもののほうが重視されると推
論している。 
このほかに、ポジティブな評価に対する印象とネガテ
ィブな評価に対する印象との性質上の違いについて対
応推論理論(correspondent inference theory; Jones & 
Davis, 1965)に基づき検討されている。吉川(1989)は、
ある人物のポジティブな行動を描写した文と同一人物の
ネガティブな行動を描写した文を呈示し、それぞれの文
章の呈示後に印象評定を行い、なおかつ 1 週間の間隔
を空けて再びその人物の印象評定を行った。その結果、
ネガティブな印象はポジティブな印象よりも覆されにくく、
また、持続されやすいということが示された。 
以上のようなポジティブとネガティブの性質上の違い
は、印象の強固さや持続性だけに留まらず、プライミング
の影響を検討する際にも、この点は重要であろう。 
本研究では、ニュース記事で表記される国籍情報によ
る外国人ステレオタイプ活性化の影響についてプライミ
ング・パラダイムを用いて検討する。そして、顕在的態度
と潜在的態度の指標を用いてプライミングの影響をより的
確に評価することを目指す。 
態度対象には特定の外国籍ではなく、「外国人」という
カテゴリーを掲げるが、「日本人」と「外国人」をどのような
基準で区別するかによって、分類される下位カテゴリー
は異なる。このため本研究では、日本の国籍を有する人
物を「日本人」、日本以外の国籍を有する人物を「外国人」
と定義する。 
研究1 
研究 1 では、新聞記事で表記される行為者の国籍情
報を操作し、その記事への接触による外国人ステレオタ
イプの活性化の影響について検討する。記事内容は殺
人事件を扱い、国籍情報は日本人、外国人、不特定とす
る。さらに外国人については、良いイメージの外国人と悪
いイメージの外国人が存在するため(向田, 2002, 2003)、
ポジティブなイメージのある外国籍(以下、pos.外国籍)と
ネガティブなイメージのある外国籍(以下、neg.外国籍)を
区別する。 
新聞記事を読み終えたのち、潜在的態度を紙筆版
IAT によって測定する。IAT は、元々パーソナルコンピ
ュータを用いて実施される課題(PC版 IAT)であるが、最
近では同質な課題を紙面上で実施する紙筆版 IATが用
いられており、PC 版と同様な評価が得られている
(Lemm, Lane, Sattler, Khan, & Nosek, 2008; 岡部・
木島・佐藤・山下・丹治, 2004)。このため、研究 1では紙
筆版 IAT を用いて外国人に対する潜在的態度を測定し、
新聞記事における国籍表記が、外国人に対する潜在的
態度にどのような影響を及ぼすかを以下の仮説によって
検討する。 
仮説 1．外国籍が表記された場合、日本国籍や国籍不
特定の場合に比べて外国人ステレオタイプが活性化さ
れやすく、外国人に対するネガティブな反応をより示す
だろう。 
仮説 2．外国籍がポジティブなイメージをもつ場合より、
ネガティブなイメージの場合のほうが、外国人に対する
ネガティブな反応がより顕著に示されるだろう。 
方法 
実験参加者 愛知県内の大学で心理学の授業を受講
している大学生 105名(女性 62名、男性 43名、平均年
齢19.53歳、SD = 1.69)が実験に参加した。実験は授業
時間の一部を利用し、20名程度からなる集団で実施され
た。 
実験計画 国籍情報 4水準(日本・neg.外国籍・pos.外
国籍・不特定)からなる実験参加者間 1 要因計画とした。
さらに、これら実験群のほかに、紙筆版 IAT のみを実施
する統制群を設けた。 
刺激文(新聞記事) 金田・岡本(2012)を参考に、殺人
事件に関する実際の新聞記事 1 件を題材とした。また、
国籍情報の操作として、金田・岡本(2012)においてネガ
ティブな記事(殺人、窃盗など)における容疑者の国籍と
して最もイメージされやすかった「フィリピン」を neg.外国
籍、最もイメージにあてはまらないと評価された「オースト
ラリア」を pos.外国籍とした。日本人の場合は人名のみを
表記し、不特定の場合は人名も国籍も表記せずにある人
物をほのめかす文章構成とした。また、容疑者および被
害者の性別を男性に統一し、事件発生場所を参加者にと
って身近な地域に変更した。さらに、容疑者の身体的特
徴(e.g., 身長、服装)と容疑者が逃走中であることを付け
加えた。前者の変更は、実験参加者の性別による情報の
捉え方の差異を低減し、身近な地域にすることで記事へ
の注目を促すという目的から行った。後者の情報は、国
籍不特定という操作を行うためになされたものである。 
冊子 A(記事の提示および記事内容に関する質問紙) 
A4 用紙(縦向き)に実験条件ごとの記事が印字され、次
ページに記事内容に関する質問項目が印刷されていた。
記事内容に関する質問項目では、「実社会での生起頻
度(1：ほとんど生じていない～7：かなり生じている)」、「そ
の出来事が自分にとって身近に感じられる程度(1：全く身
近に思えない～7：非常に身近に思える)」、「記事に対す
る興味(1：全く持たなかった～7：非常に持った)」の計 3
項目について 7段階評定で回答を求めた。 
冊子B(紙筆版IAT) A4用紙(縦向き)で表紙を含めた
12 ページから構成された。紙筆版 IAT は、ページ上段
に分類すべきカテゴリーが設定され、ページ中央に単語
が縦に並べられる。それらの単語の意味から、設定され
たカテゴリーのどちらに分類できるかを判断し、単語左右
の空白部分にチェックを入れていくという課題である。こ
の課題がいくつかのブロックから構成されており、各ブロ
ックが 1 ページごとに印刷されていた。そして、回答方
法の例示とともに 1ブロックあたりの制限時間が 20秒間
であること、できるだけ速く、正確に分類することを心が
けること、カテゴリーとその配置に注意することなどの課
題全般に関わる注意事項が説明された。つづいて、 3
ページ目以降は課題用のページが挿入された。はじめ
に、練習課題を告げるページに次いで練習課題(計 3 ブ
ロック)が設定され、その後、本課題を告げるページに次
いで本課題(計5ブロック)のページが挿入された。 
練習課題では、Greenwald et al.(1998)を参考にして
「花」と「昆虫」、「快い」と「不快な」のカテゴリーを用い、そ
れぞれについて 5 つの刺激語を設定した。そして、「花
－昆虫」、「快い－不快な」、「花 or 快い－昆虫 or 不
快な」の順に課題を実施した。練習課題での分類すべき
単語数は 20単語とした。 
本課題では、分類カテゴリーとして「日本人」と「外国
人」、「良い」と「悪い」を設定した。本課題での分類すべ
き単語数は 40単語とした。実施順序は、第 1ブロックが
「日本人－外国人」を弁別する課題、第 2 ブロックが「良
い－悪い」を弁別する課題であった。第 3ブロックは、ブ
ロック 1と 2の弁別内容を組み合わせた「良い or 日本
人－悪い or 外国人」(以下、「GJ ブロック」)、第 4 ブロ
ックは第 1 ブロックのカテゴリーを逆転させた「外国人－
日本人」、第 5 ブロックはブロック 2 と 4 を組み合わせ
た「良い or 外国人－悪い or 日本人」(以下、「GF ブロ
ック」)であった。ただし、第 1 と第 4 ブロック、第 3 と第 
5ブロックの順序を逆転させカウンターバランスをとった。 
本課題で用いた刺激語は、各カテゴリーに5語ずつ用
意した。「良い－悪い」については、Greenwald et 
al.(1998)を参考に、「愛情」、「元気」、「楽園」、「幸運」、
「誠実」を「良い」の刺激語として、「事故」、「不仲」、「災
害」、「貧乏」、「苦痛」を「悪い」の刺激語とした。「日本人
－外国人」については、平凡社教育産業センター(1987)
を参照し、「リュウノスケ」、「サトシ」、「ジュンイチ」、「マサ
アキ」、「コウノスケ」を「日本人」、「ワルトハイム」、「ボータ」
「ニジンスカ」、「スンマン」、「フォンタナ」を「外国人」の刺
激語とした。また、人名に関しては、漢字やアルファベッ
トの文字の形態からカテゴリー判断がなされないように全
てカタカナで表記した。 
手続き はじめに 2 種類の課題への参加協力を呼び
かけた後、指示があるまで中身を見ないように注意したう
えで冊子Aおよび冊子Bを配布した。その後、冊子Aか
ら開始し、記事を 2分間に一通り読むように求めた。その
後、途中でも次の課題に移るように指示し、記事内容に
関する質問項目に回答を求めた。 
全員の回答終了を確認した後、冊子Bを実施した。回
答方法などの課題全般の説明をし、実験者の合図に基
づいて練習課題、本課題の順に実施した。本課題が終
了した後、ディブリーフィングを行い、実験を終了した。
所要時間は全体でおよそ 30 分であった。以上の手続き
は実験群のもので、統制群の参加者には紙筆版 IAT の
み実施した。 
結果 
分析対象者 紙筆版 IAT のデータについては、
Lemm et al. (2008) による分析基準を適用した。GJブ
ロックおよびGFブロックそれぞれの誤反応率が 20％以
上の者、さらに正答数が 8 個以下の者を分析から除外し、
101名(女性61名、男性40名)を分析対象とした。 
出来事に対する評価 刺激文で提示された出来事に
対する生起頻度、身近さ、興味を持った程度に関する評
価の平均値および標準偏差を Table 1 に示す。それぞ
れの評定値について、国籍情報(日本・neg.外国籍・pos.
外国籍・不特定)の 1 要因分散分析を行った結果、出来
事の生起頻度(F (3, 76) = 1.98, p = .124, 2 = .04)、身
近さ(F (3, 76) = 2.33, p = .081, 2 = .05)、記事内容に
対する興味(F (3, 76) = 2.25, p = .090, 2 = .05)のいず
れにおいても条件間に有意な差は認められなかった。ま
た、それぞれの項目における全体の平均値と中点(4 点)
との差の検定を行った結果、出来事の生起頻度は中点よ
り有意に高く、実社会においてよく生じている出来事であ
ると評価された(M = 5.75, SD = 0.92; t (79) = 17.00, p 
< .001, d = 1.90, 95% CI = [1.55, 1.95])。出来事の身近
さ(M = 3.64, SD = 1.66; t (79) = 1.96, p = .054, d = .22, 
95% CI =[－0.73, 0.01])と興味の程度(M = 4.24, SD = 
1.47; t (79) = 1.45, p = .152, d = .16, 95% CI = [ －
0.09, 0.56])は、中点との差が有意ではなく、どちらともい
えないという評価が得られた。 
IAT効果量 Lemm et al.(2008)を参考に、次式によ
って IAT効果量を算出した。 
(X Y⁄ ) ∗ √(X − Y) 
ただし、式中の X は、組合せブロックの回答数のうちより
大きい値、Y は組合せブロックの回答数のうちより小さい
値である。また、組合せブロックのうちGFブロックの回答
数がGJブロックの回答数より多かった場合、正負を逆転
した。したがって、この数値が高いほど「外国人」と「悪い」
との連合がより強く、外国人に対するネガティブな反応を
意味する。 
全体の IAT効果量について中点(0)との差の検定を行 
った。その結果、有意に正の値を示しており、外国人に
対するネガティブな反応が確認された(M = 3.65, SD = 
2.17; t (100) = 16.91, p < .001, d = 1.68; 95% CI = 
[3.22, 4.08])。つづいて IAT 効果量について国籍情報
(日本・neg.外国籍・pos.外国籍・不特定・統制群)の 1 要
 
国籍情報 
 
日本 
neg. 
外国籍 
pos. 
外国籍 
不特定 
生起頻度 
5.75 5.76 5.40 6.11 
(1.12) ( .83) ( .94) ( .66) 
出来事の 
身近さ 
3.20 4.33 3.20 3.79 
(1.44) (1.28) (1.64) (2.04) 
興味 
4.20 4.81 4.25 3.63 
(1.51) (1.03) (1.77) (1.34) 
n 20 21 20 19 
 
Table 1 刺激文で示された出来事に関する評価 
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Figure 1 条件ごとにみた IAT効果量の平均値と標準偏差 
因分散分析を行った結果、国籍情報による有意な差は
みられなかった(F (4, 96) = 1.88, p = .121, ω 2 = .05; 
Figure 1)。 
考察 
研究1では、殺人事件に関わる新聞記事で表記される
国籍を操作し、その記事への接触による外国人ステレオ
タイプの活性化の効果について紙筆版 IAT を用いて検
討した。 
新聞記事で描かれた出来事に対する印象(出来事の
生起頻度、身近さ、興味)は、表記された国籍に関わらず
同等な印象を持たれていた。このため、出来事の描写に
ついては、条件間で同質な操作が与えられていたことが
確認された。 
外国人に対するネガティブな潜在的態度を示す IAT
効果量は、全体的にネガティブな反応が現れており、
「外国人」と「悪い」という概念の連合強度が強いことが示
された。しかしながら、記事で表記された国籍情報による
差はみられず、外国籍を表記した場合、日本国籍や国籍
不特定の場合に比べて外国人に対する潜在的態度がよ
りネガティブとなり(仮説1)、さらにネガティブなイメージを
抱かれた外国籍のときにネガティブな反応が顕著に現れ
るだろう(仮説 2)という仮説は支持されなかった。また、紙
筆版 IAT のみを実施した統制条件と記事を読ませた後
に紙筆版 IATを実施する実験条件(4条件)との間にも差
は認められず、本実験で用いられた刺激文から外国人ス
テレオタイプを活性化することができなかった可能性が
考えられる。刺激文の中で描写された人物は、特定の外
国籍(i.e., フィリピン国籍とオーストラリア国籍)が表記され
ており、この操作によって活性化された概念は、例えば
「フィリピン人」や「オーストラリア人」であったと考えられる。
このため、「外国人」の概念の活性化には至らなかったと
考えられる。そして、紙筆版IATによって測定されていた
外国人に対する潜在的態度にはうまく反映されなかった
のかもしれない。 
上記のほかに特筆すべき点は、実験参加者の記事内
容に対する興味や事象に対して身近に思える程度が高
くなかった点である。いずれも「どちらともいえない」とい
う評価がなされており、記事中の行為者の特徴を十分に
読み取れていたか、また、そのように動機づけられてい
たかは確認されていない。 
以上のことから、外国人ステレオタイプの活性化をより
生じやすくするという目的から研究 2 では、刺激文として
提示される記事を 1件から 2件に増やし、それぞれ異な
る外国籍の人物を描写する。また、記事を読むことへの
動機づけを高めるという目的から、記事内容に関する再
生課題を含めて実施する。さらに、外国人に対する顕在
的態度を測定することで、潜在的態度との関連について
検討する。ただし研究2では、外国籍表記の影響に焦点
を当て検討するため、新聞記事で表記される国籍の操作
はneg.外国籍とpos.外国籍に限定し、記事内容の望まし
さをポジティブな内容とネガティブな内容で操作する。 
 
研究2 
研究 2 では、イメージの異なる外国籍を表記した新聞
記事への接触による外国人ステレオタイプ活性化の影響
について検討する。ただし、外国人ステレオタイプの活
性化を研究 1 よりも顕著にするため先行刺激としての記
事を 2 件に増やし、さらに記事を読むことへの動機づけ
を高めるために再生課題を手続きに加える。また、ネガ
ティブな記事だけでなくポジティブな記事も加え、記事内
容の望ましさによるステレオタイプ活性化の効果につい
て、顕在的態度と潜在的態度から検討する。仮説は次の
とおりである。 
仮説3: 記事で表記される国籍がpos.外国籍のときより
neg.外国籍のときのほうが、その後の外国人に対する態
度や判断がよりネガティブなものになるだろう。 
仮説 4: 記事内容がポジティブなときよりもネガティブ
なときのほうが、その後の外国人に対する態度や判断が
よりネガティブになるだろう。 
方法 
実験参加者 大学生・大学院生 82名(平均年齢 19.80
歳、SD = 2.93)であった。性別の内訳は女性50名、男性
32名であった。 
実験計画 国籍情報(pos.外国籍・neg.外国籍)×記事
内容(ポジティブ・ネガティブ)の実験参加者間2要因計画
とした。 
実験装置  デスクトップ型パソコン (EPSON ・
HTNB461255) お よ び CRT デ ィ ス プ レ イ
(MITSUBISHI RDF173H)を使用し、Inquisit 2.0によ
る IAT用プログラムを実行した。 
刺激文(新聞記事) 研究 1 同様、金田・岡本(2012)を
参考に、望ましい出来事(人名救助)に関する記事 2 件、
望ましくない出来事(殺人事件)に関する記事 2 件をそれ
ぞれ 1 組にして用いた。外国籍の選定については、金
田・岡本(2012)の結果から、ポジティブな記事(人名救助、
ボランティア活動など)に登場する人物の外国籍としてイ
メージされにくい国籍を望ましい記事における neg.外国
籍(「ロシア」と「マレーシア」)とし、イメージされやすい国
籍を pos.外国籍(「韓国」と「アメリカ」)とした。同様に、ネ
ガティブな記事においてイメージされやすい外国籍を望
ましくない記事の中で表記された neg.外国籍(「フィリピン」
と「ブラジル」)とし、イメージされにくい国籍を pos.外国籍
(「オーストラリア」と「ドイツ」)とした 3)。刺激文は、A4 用紙
1枚に 1件ずつ印字されていた。 
記事に関する質問紙 2 種類の新聞記事それぞれに
ついて、(1) 見出し、(2) 出来事の発生場所(都道府県名
で回答)、(3) 氏名が明記された登場人物の人数、(4) そ
れぞれの人物の国籍、(5) それぞれの人物の職業の再
生課題を設けた。さらに、(6) 記事内容の望ましさ、(7) 
記事に対する「快－不快」の程度について 7件法で回答
を求めた。 
外国人に対する態度測定質問紙 外国人との交流や
日本の治安との関係性に関わる6項目に7件法(1： まっ
たくそう思わない～7： 非常にそう思う)で回答を求めた。
具体的には、(1) 「日本人が国際的な視点に立つために、
外国人との交流は重要な事柄である」、(2) 「日本国内で
生じている犯罪のうち、日本人の犯罪よりも外国人の犯
罪のほうが悪質である」、(3) 「企業はもっと積極的に外
国人を雇用すべきである」、(4) 「日本の治安は、外国人
によって悪化させられている」、(5) 「外国人が日本で暮
らしやすくなるように、地域全体での支援に加え、個人的
にも積極的なサポートをするべきである」、(6) 「外国人
が多く集まっている地域や場所は危険なので、できるだ
け近づきたくない」であった。 
PC版IAT 課題は7ブロックから構成された。第 1ブ
ロックは「日本人－外国人」を弁別する練習課題、第 2
ブロックは「良い－悪い」を弁別する練習課題であった。
つづく第 3 ブロックでは、ブロック 1 と 2 の概念を組み
合わせた弁別課題の練習、第 4 ブロックがその本試行
であった。そして、第 5ブロックは、ブロック 1での「日本
人－外国人」の配置を左右逆転させた課題の練習、第 6
ブロックと第 7ブロックは、逆転させた概念とブロック2で
用いた概念との組み合わせ課題の練習と本試行を行っ
た。試行数は、練習で20試行、本試行では 40試行であ
った。「良い or 日本人－悪い or 外国人(GJブロック)」
と「良い or 外国人－悪い or 日本人(GF ブロック)」の
実施順序は、全ての実験参加者が GJ ブロックから先に
実施した。刺激語は研究1と同じものを用いた。 
プログラム実行後、課題全体についての教示画面が
提示された。その内容は「課題は、画面中央に表示され
る単語および名前を 2 つのカテゴリーのうちどちらかに
分類するというものです。例えば、『良い』『悪い』というカ
テゴリーが設定されており、表示された単語がどちらの意
味を含んでいるのかを判断してください。 2つのカテゴリ
ーは、常に画面の右上と左上に表示されます。しかし、
判断内容が変わるごとに分類すべきカテゴリーも変わり
ますので、カテゴリーに注意してください。表示された単
語や名前は、できるだけ速く、かつ正確に分類することを
心掛けてください。カテゴリーへの分類は、キーボードの 
[D] と [K] のキーを使用します。それぞれのキーは定
められた指で押してください。 [D] キーは左手の人差し
指、 [K] キーは右手の人差し指で押してください。」とい
う内容であった。また、教示画面に引き続き、実際の課題
画面の一例を示し、カテゴリーや単語が表示される位置
を確認してもらった。その後、参加者自身がスペースキ
ーを押すことで試行を開始した。 
各ブロックの第1試行目は、教示が消えてから 500ms
後に開始された。刺激語は画面中央に提示され、背景色
は白であった。正答の反応キーが入力されると刺激語は
消え、250ms後に次の試行に移った。誤反応の場合、刺
激語の下に赤い「×」印が示され、改めて正答の反応キ
ーを押すことで「×」印は消え、250ms 後に次の試行が
始まった。刺激語が提示されてから正答キーが押される
までの時間を記録した。刺激語はランダムに提示され
た。 
手続き 実験は、個別に実施された。はじめに「新聞記
事の構成が及ぼす記憶への影響について」の検討が研
究目的であることを告げてから開始した。そして、望まし
いあるいは望ましくない記事 2 種類を提示し、両記事の
内容を 4 分間のうちに読んで十分に理解するように求め
た。4分後、記事を回収し、PC版IATを実施した。ディス
プレイまでの距離は約 60cm とした。IAT の操作方法な
どについては画面に提示したものを口頭で伝えた。それ
以降の各ブロックに関しては、画面上の説明にしたがっ
て進めるように教示した。参加者から課題が終了したこと
を告げられた後、記事に関する質問紙を配布し、回答を
求めた。ここでの制限時間は設定しなかった。そして、回
答を終えたことを確認し、外国人に対する態度測定質問
紙への回答を求めた。 
質問紙への回答終了後、ディブリーフィングを行い、
実験を終了した。実験全体の所要時間はおよそ 30 分で
あった。 
結果 
分析対象者 記事内容に関する再生課題のうち、2 種
の記事で表記された国籍を正しく想起できた者を以下の
分析の対象とした。これは、国籍情報の実験的操作が正
しく行われたことを確認する目的から設けた基準である。
その結果、15 名を除外した 67 名(女性 45 名、男性 22
名)を分析対象者とした。このほか、Greenwald, Nosek, 
& Banaji (2003) を参考に IATの組合せブロック(GJブ
ロックおよびGFブロック)でのエラー率が 20％以上の者、
300ms以下の反応時間が 10％以上の者という除外基準
を設けたが該当する者はいなかった。 
記事内容に対する評価 2 種類の新聞記事それぞれ
に対する望ましさと「快－不快」の評価得点の平均値を算
出し、外国籍(pos.外国籍・neg.外国籍)×記事内容(ポジ
ティブ・ネガティブ)の 2 要因分散分析を行った。その結
果、望ましさと「快－不快」とも記事内容の主効果のみ認
められ(望ましさ: F (1, 63) = 2710.60, p < .001, 2 = .98; 
「快－不快」:F (1, 63) = 390.77, p < .001,2 = .86)、ポ
ジティブ条件の記事はよりポジティブな(望ましさ: M = 
6.71, 95% CI = [6.56, 6.87], SD = 0.56; 「快‐不快」:M 
= 6.38, 95% CI = [6.06, 6.70], SD = 0.84)、ネガティブ
条件の記事内容はよりネガティブな(望ましさ: M = 1.10, 
95% CI = [0.95, 1.25], SD = 0.27; 「快‐不快」: M = 
1.94, 95% CI = [1.63, 2.26], SD = 0.99)印象を与えるも
のであることが確認された。 
外国人に対する顕在的態度 外国人との交流や日本
の治安に関わる質問項目(計 6 項目)について因子分析
(主因子法、プロマックス回転、固有値の基準 = 1)を行っ
た。その結果、第 1 因子「外国人犯罪による治安悪化」、
第 2 因子「外国人に対するサポート」に分類された(因子
間相関 = -.489)。第 1因子には、「日本の治安は、外国
人によって悪化させられている(負荷量 = .86)」と「日本
国内で生じている犯罪のうち、日本人の犯罪よりも外国
人の犯罪のほうが悪質である(負荷量 = .78)」の 2 項目
(= .798)、第 2因子は、「企業はもっと積極的に外国人
を雇用するべきである(負荷量 = .73)」「外国人が日本で
暮らしやすくなるように、地域全体での支援に加え、個人
的にも積極的なサポートをするべきである (負荷量 
= .67)」の 2項目( = .646)であった。 
外国人に対するサポートに関する項目の値を逆転さ
せたのち、因子ごとに平均得点を求め、外国人に対する
2種類の顕在的態度得点とした。顕在的態度得点の平均
値および標準偏差をTable 2に示す。 
 外国犯罪による治安悪化に関する得点について、中
点(4)との差の検定を行った結果、全体的に外国人犯罪
によって治安は悪化していないとするポジティブな態度
を示していた(M = 3.27, SD = 1.39; t (66) = 4.30,p 
< .001, d = .52, 95% CI = [－1.07, －0.39])。国籍×記
事内容の 2 要因分散分析を行った結果、外国籍の主効
果(F (1, 63) = .27, p = .604, 2 = .00)および交互作用(F 
(1, 63) = .07, p = .792, 2 = .00)は認められなかったが、
記事内容の主効果が認められた(F (1, 63) = 4.04, p 
< .05, 2 = .06)。ポジティブな記事を読んだ参加者は(M 
= 2.92, 95% CI =  [2.45, 3.41], SD = 1.25)、ネガティ
ブな記事を読んだ参加者より(M = 3.60, 95% CI = [3.13, 
4.08], SD = 1.46)、外国人犯罪によって治安は悪化して
いないという態度をより高く示した(d = .50)。 
外国人に対するサポートに関する得点について、中点
(4)との差の検定を行った結果、外国人へのサポートをす
べきというポジティブな態度を示していた(M = 3.43, SD 
= 1.05; t (66) = 4.50, p < .001, d = .55, 95% CI = [－
0.83, －0.32])。2 要因分散分析を行った結果、外国籍
による主効果(F (1, 63) = .87, p = .354, 2 = .01)、記事
内容による主効果(F (1, 63) = 1.33, p = .254, 2 = .02)、
交互作用(F (1, 63) = 1.64, p = .205, 2 = .03)のいずれ
も認められなかった。 
IAT効果量 Greenwald et al.(2003)のD値を算出
するアルゴリズム(D-2SDep)を参考に IAT効果量を算出
し、正負を逆転した。したがって、この数値が高いほど
「外国人」と「悪い」との連合がより強く、外国人に対する
ネガティブな反応を意味する。Figure 2は、IAT効果量
の平均値および標準偏差を条件別に示す。 
IAT 効果量について、中点(0)との差の検定を行った
結果、有意な差がみられ、外国人に対するネガティブな
態度を示していることが確認された(M = 0.64, SD = 
0.40; t (66) = 13.17, p < .001, d = 1.61; 95% CI = 
[0.54, 0.73])。つづいて、外国籍×記事内容の 2要因分
散分析を行った結果、外国籍による主効果が認められ(F 
(1, 63) = 4.76, p < .05, 2 = .07)、pos.外国籍を表記した
場合(M = 0.54, 95% CI = [0.40, 0.67], SD = 0.42)よりも
neg.外国籍を表記した場合 (M = 0.74, 95% CI = [ 0.61, 
0.88 ], SD = 0.35)のほうが外国人に対するよりネガティ
ブな反応を示していた。記事内容の主効果 (F (1, 63) 
= .01, p = .906, 2 =.00)と交互作用(F (1, 63) = .50, p 
= .483, 2 =.01)は認められなかった。 
顕在的態度と潜在的態度の関連 2種の顕在的態度
得点と IAT効果量との相関係数をTable 3に示す。いず
れの顕在的尺度と IAT効果量との有意な相関はみられ 
 
 
pos.外国籍 neg.外国籍 
 
Pos. Neg. Pos. Neg. 
外国人犯罪による 
治安悪化 
2.88 3.47 2.97 3.74 
(1.29) (1.50) (1.24) (1.45) 
外国人に対する 
サポート 
3.00 3.62 3.56 3.53 
(1.13) (1.05) (1.09) (0.86) 
n 17 17 16 17 
注) 値は 1から7の範囲をとり、高いほどネガティブな態度を示す。 
Table 2 外国人に対する顕在的態度 
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Figure 2 条件ごとの IAT効果量 
 
1 2 3 
１. 外国人犯罪による治安悪化 ― .381** －.093 
2. 外国人に対するサポート  ―   .082 
3. 潜在的態度  
 
― 
** p < .01    
    
なかったが、顕在的態度の間に有意な正の相関(r 
= .381, p < .01)がみられた。 
考察 
研究 2 では、新聞記事で描かれる事象の望ましさとそ
こで表記される外国籍を操作し、外国人ステレオタイプの
活性化による影響について検討した。 
外国人に関わる顕在的態度のうち、外国人犯罪による
治安悪化に関して、比較的ポジティブな態度がみられ、
「外国人による犯罪が悪質であり、治安を悪化させている」
という意見に対する同意はみられなかった。また、このよ
うな態度は、記事で描かれた事象の望ましさがポジティ
ブ(人名救助)であったとき、ネガティブなとき(殺人)に比
べ、より顕著であった。しかしながら、表記された外国籍
のイメージによる影響はみられなかった。 
外国人に対してサポートすべきかどうかの顕在的態度
についても、比較的ポジティブな態度がみられ、日本で
暮らす外国人への支援に賛成する態度がみられた。こ
れらの態度については、新聞記事で表記された外国籍
や記事内容の望ましさによる影響はみられなかった。 
一方、外国人に対する潜在的態度の指標である IAT
効果量においては、外国人に対してネガティブな態度を
示していた。また、このようなネガティブな態度は、ポジ
ティブなイメージの外国籍を表記した記事よりもネガティ
ブなイメージの外国籍を表記した記事のほうがより顕著
にみられた。しかしながら、記事内容の望ましさによる影
響はみられなかった。 
以上の結果から、表記される国籍がポジティブなイメ
ージを持たれている外国籍のときよりネガティブなイメー
ジを持たれている外国籍のときのほうが、その後の外国
人に対する態度や判断がよりネガティブなものになるだ
ろうという仮説1は、潜在的態度のみで支持され、顕在的
態度では支持されなかった。また、記事内容がポジティ
ブなときよりもネガティブなときのほうが、その後の外国人
に対する態度や判断がよりネガティブになるだろうという
仮説 2 は、潜在的態度および顕在的尺度のいずれにお
いても支持されなかった。 
潜在的態度において、表記された外国籍による影響
がみられたことから、与えられた情報を全体的に処理す
る方略ではなく、特定の国籍概念が活性化されたことに
よってカテゴリカルな処理がなされたと考えられる。さら
に、ネガティブなイメージをもたれている外国籍を表記し
た記事を複数提示されることで、それにリンクするネガテ
ィブな特性と同時に「外国人」という概念が活性化され、
外国人一般に対してネガティブな反応を示したと考えら
れる。逆に、ポジティブなイメージをもたれている外国籍
を表記した場合には、その国籍にリンクするポジティブな
特性が活性化され、外国人が悪いとするステレオタイプ
の活性化の程度が弱まり、外国人一般に対するネガティ
ブな反応が低下したと考えられる。 
しかしながら本研究では、IAT課題実施後の記事内容
の再生課題において、記事中で表記された 2 種の国籍
のうち両方を正確に再生できた者を分析の対象とした。こ
のため、単に国籍が表記された記事を複数提示されただ
けでは外国人ステレオタイプは活性化せず、その情報を
正確に記憶するほどの十分な注意が必要なのかもしれ
ない。 
なお、顕在的態度においては、表記される外国籍や
記事内容によって外国人に関連する態度がネガティブ
になることはなかった。これは、分離モデルの統制的過
程を反映した結果であると考えられ、記事によって活性
化された外国人ステレオタイプの影響が個人的信念や
社会的望ましさによって抑制されたのではないだろうか。
また、潜在的態度との関連については、有意な相関はみ
られず、潜在的態度が他の顕在的態度とは異なる処理
過程あるいは特性を反映したものであることが示唆され
る。 
 
総合考察 
本研究では、ニュース記事への接触による外国人ステ
レオタイプの活性化の影響についてプライミング・パラダ
イムを用いて検討した。検討にあたり、顕在的尺度だけ
でなく潜在的尺度である IAT を用いた。その結果、潜在
的態度は表記される国籍によって影響され、ポジティブ
なイメージをもたれている外国籍よりネガティブなイメー
ジをもたれている外国籍のほうが外国人に対するネガテ
ィブなステレオタイプをより活性化することが示された。し
かしながら、そのような傾向は国籍表記された記事を複
数読んだ場合にみられた。潜在的尺度として用いた IAT
が紙筆版と PC版で課題内容が異なることは念頭に置か
なければならないが、このような結果から以下のことが示
唆される。ニュース記事 1 件だけではそこで表記された
外国籍に関わる概念が活性化するに留まるが、複数の記
事が提示されることによって外国人ステレオタイプが活性
化されたという可能性がある。そして、記事で表記されて
いる外国籍が全体的にネガティブなイメージをもたれて
Table 2 外国人に対する顕在的態度 
いるとすれば、外国人に対するネガティブなステレオタイ
プを活性化しやすくなる。一方、顕在的尺度においては
ニュース記事を複数提示したとしても国籍情報による判
断への影響はみられなかった。このことは、社会的望まし
さへの懸念が大いに影響していたことが考えられる。そし
て、そのことはステレオタイプの自動的活性化と個人的
信念の意識的活性化を想定するDevine(1989)の分離モ
デルを支持するものと考えられる。すなわち、たとえ統制
的過程によって外国人に対するネガティブな判断の顕在
的態度での表出を抑えることができたとしても、日常何気
なく接触するメディアから受け取る情報は、外国人ステレ
オタイプを活性化させ、さらにはそれを維持するはたらき
を担っていることが示唆される。 
以上のように受け手が意識しないうちにステレオタイプ
が自動的に活性化してしまうことを知り得たうえで、わたし
たちはマスメディアから送られる情報を鵜呑みにしてしま
うことに対し注意を向けなければならないだろう。最近で
は、マスメディアによる情報をクリティカルにみる能力を
受け手が獲得することを目的としたメディア・リテラシー
(media literacy)という取り組みがある(大原, 2004)。例え
ば、ニュース報道で取り上げられているトピック(e.g., 社
会的事件、政治、経済、スポーツ)ごとにどのような人物が
登場し、その登場の仕方や役割、発言内容などを分析す
るといったものである(鈴木, 2000)。このような取り組みは、
どのような情報がメディア側で選択され、いかにステレオ
タイプ的な描かれ方をしているかなどを受け手に気づか
せる有効な手段であると思われる。そして、このような活
動を通じてメディアからの情報を少しでもクリティカルに
読み取ることができるようになれば、それらの情報だけに
基づいたステレオタイプの活性化あるいは形成を防ぐこ
とが可能になるのではないだろうか。 
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The implicit effects of nationalities indicated in news stories: 
Two studies on stereotype activation of foreigners employing Implicit Association Test 
 
Munehisa KANEDA (Faculty of Psychological and Physical Science, Aichi Gakuin University) 
Shinichiro OKAMOTO (Faculty of Psychological and Physical Science, Aichi Gakuin University) 
 
This research aimed to examine the effects of stereotypes of foreigners activated by their nationalities indicated 
in news stories. To tap attitudes toward foreigners, we mainly employed an implicit measure: the Implicit Associa-
tion Test (IAT). In Study 1, participants read a news story about a murder case in which the suspect’s nationality 
was manipulated as follows: Japanese, a foreign nationality with a positive image, a foreign nationality with a 
negative image, and nationality unspecified. The result showed that the nationality in the news story did not in-
fluence participants’ implicit attitudes toward foreigners. In study 2, participants were presented with news stories 
in which foreign nationalities (positive or negative images) and the desirability of the articles’ contents were ma-
nipulated. Participants’ implicit attitudes activated by nationalities with negative images were more negative than 
those activated by nationalities with positive images. On the other hand, their explicit attitudes were not influ-
enced by the nationalities but by the contents of the article. 
 
Key words: news stories, image of nationalities, priming, stereotype activation, the Implicit Association Test. 
